
］口こ同天句曲山洞の現況と考察

本稿は2011年9月12 、 13日の2 日間に茅山を調査した報告である。 本

調査の目的は、 第八大洞天とされている現場の景観、 それに対する現地の修行

者・関係者の解釈、 洞天思想にもとづいて現地を記述している『真諾』、 その

他の文献資料などを総合して、 第八大洞天の現状に対して初歩的な考察を加え

ることである。

茅山は、 司馬承禎のいわゆる第八大洞天である旬曲山洞の所在地とされてい

る。江蘇省南京市から東南へ太湖までの中間あたりに位置し、 ほぼ南北に峰が

連なっている。 高さは最も高い大茅峰で海抜372 .5メ ー トル。 乗用車で旬容

から入って、 山の遥かふもとに入口があり、 そこで入場チェックがある。 入口

からさらに数分走ると茅山道院に到着する。

図左上が旬容、 そして 南京

の方向。http://baike.baidu 

com/view/80065.htm 
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注l…2011年9月12日
本調査における楊世華道長
に対するインタビューによ
る。 以下、 楊世華道長の発
言の引用はすべて同じ。

注2•••現在、 旬容市道教協
会事務局は茅山元符万寧宮
に置かれている。 楊世華道
長の個人履歴は茅山道院
のホームページに詳しい。
「茅山道院文化網」http://
www.msdy.org/page/ 15. 
html 

注3•••楊世華・溜一徳編著
『茅山道教志』華中師範大
学出版社、 2007年、91頁。
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現地の協力者は、 茅山の道教のマネー ジメン トをしている茅山道院の楊世華

道長である。 楊世華道長は、 1964年生まれ、 道号は受亨、 江蘇省旬容の茅山

のふもとの村の出身。 幼少期から茅山に親しみ、 1982年に18歳で入道した。

入道したときには、 とくに道教に信仰心があったわけではなく、 家が貧しかっ

たため、 道観に入れば勉強させてもらえると思って入道したという。 当初は、

道観に入って戸籍を変更できたらやめてしまおうと考えていた。 しかし茅山に

入ってみると、 道士たちはみな高潔な高道であった。 それで次第に道教への関

心を深めていくことになった。 1985年4月から1986年12月まで北京の白

雲観で道教を学ぶうちに、 道教の深遠さを認識したという＊ I
o

1988年9月から旬容市道教協会副会長、 1992年3月から中国道教協会常

務理事、 1993年3月から江蘇省政治協商会議委員、 鎮江市人民代表大会代表、

2001年6月から江蘇省青年連合会第八届委員会委員、 2004年12月から旬

容市道教協会会長などの要職を歴任し、 2005年から茅山道院と旬容葛仙観に

住持している ＊ 2。 この間、 数多くの茅山の道教に関する資料集・学術論文・エッ

セイを発表している。 また、 募金などによる義捐活動もおこない、 小学校の設

備建設や奨学金の設置などに努めている。 2002年には「茅山道院慈善基金会」

を設立した ＊3。 文化活動にも積極的で、 2011年9月現在、 茅山に道教博物館

を建設する準備を進めているとのことであった。

楊世華道長は、 洞天福地についてつぎのようなことを述べた。

「華陽洞は第八大洞天であり、 しかも現在の華陽洞は洞天のなかでもっとも

大きく完好である。 洞天とは、 単に自然環境がよいとか、 美しいというだけで

なく、 いわゆる「気場」、 すなわち修道に適した場所である。 洞窟が修道に適

しているのは、 第一に、 冷暖房のなかった古代において、 夏の暑さと冬の寒さ

をしのぎやすく、 年間で温度が一定していること、 第二に、 禽獣や毒蛇毒虫な

どに襲われず、 安全性が高いこと、 第三に、 外界の俗気や病気に感染しないこ

と、 といった要因がある。 華陽洞が第八大洞天なのは、 おそらく「気場」とし

ての条件に優劣があるのだろう。 第一大洞天から第十大洞天の順位は、 気場の

条件の順位だと思う。 しかし、 洞天を巡るという方法はおこなわれていない。

茅山には年間で65万人が参詣し、 そのうち20％は茅山道教の信徒であるが、

洞天を巡ろうという信徒は少ない。自分個人としては、 全国の洞天福地の連合

会ないし連盟をたちあげて、 洞天福地を紹介する刊行物を作り、 洞天どうし

の相互交流と一般信徒への普及をはかりたいと2年前から考えている。 道教

はほかの宗教にくらべて発展が遅れている。 現在、 対外開放している道観は1

万力所程度しかなく、 洞天福地の民間組織を作って、 相互に協力しあいながら、

発展させたいと思う。 天台山とは、 司馬承禎の縁ですでに交流をしている。

華陽洞、 玉柱洞、 仙人洞のうち、 玉柱洞は奥が浅いが、 華陽洞と仙人洞はす

でに開発して中に入ることができる。 広義の洞天はある地域をいっているが、



狭義の洞天は鍾乳洞の内部のことであり、 必ず洞窟がある。 洞窟の中ですわっ

たり存思・存想をしたりして修練する。 そのときにもう一つの世界があらわれ

る。 これが、 洞窟の内部に洞天があるということだ。 茅山から各地の名山に地

下で通じているというのは、 物理的にはもちろんあり得ないことだが、 存思．

存想の修練によって、 各地の名山に至ることができるのであり、 それは茅山が

道教の世界で中心にあることをいっている。 現在でも茅山の道土はそうした存

思・内観をおこなう。 これは上清派の修練方法からきている。

中国は改革開放後、 経済的に非常に発展してきたが、 その一方で少なからぬ

困難と危機的状況が存在する。 その一つは国民の素養の問題、 道徳観念が低い

点である。 宗教的な信仰心は道徳観念を高めるのであり、 道教はこの点に貢献

できる。 また道教は、 生命に対する配慮と健康に対する追求をする。養生・神

仙の道とは自分自身を大切にすることであり、 それを人にも施すことである。

さらに道教には 「道法自然」 「天人合ー」 の考えがあり、 自然破壊を好まない。

現在多くの困難が自然破壊からおこっている。 人の寿命が短いのも、 食物や自

然の汚染が関係している。 したがって、 エコロジ ー 問題について考えるのにも

道教は貢献することができる。 そして、 人がかかえているいろいろな荷物をお

ろすよう道教は教え てくれる。 荷物をおろせばリラックスして心楽しくなる。

こうした道教の教え は、 中国の困難だけでなく、 世界の人類にも役に立つであ

ろう。」

茅山の周囲および主要な峰のあいだには自動車道路が通っているが、 個別の

場所を探し出すのは、 楊世華道長の説明をきいても容易ではなかった。 それゆ

え、 以下、 今回調査できた場所についてのみ叙述することとしたい。

元符万寧宮と華陽洞

茅山道院の中心は元符万寧宮である。 ここは巨大な老子像が建立されている

ことで有名である。 これは「露天道祖太上老君神像」とよばれ、 積金峰の南山

腹、 元符宮の中央に鎮座している。 高さ33メ ー トルの銅製で、1998年に落成。

近くで見上げるといかにも巨大だと感じられた。 しかし、 あとで茅山の頂上か

ら山並みのなかにこの老君像をみると、 やはりこのくらいの大きさでないと貧

弱に見えるように思われた。 大茅峰に向いてやや上をみあげているように作っ

てある。

この元符万寧宮は、 もとの元符観であり、 茅山で規模が最も大きい道観であっ

た。 かつて陶弘景はここに居住した。 民国時期まで多くの殿閣が伝わっていた

ようであるが、 戦乱によって焼失した。 現在では整備されて、 すべての建築物

が新築である。 元符宮の背後の積金峰は、 急傾斜ではないが、 木々がこんもり
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図1 老君神像

図2 老君神像（元符宮の
位置）から眺めた茅山。 正

面の向こう側は大茅峰の九

霜万福宮。 大茅峰から伸び

る丘陵が東側（画面左手）

を通っている。 画面左手前
の山のこちらに面するふも
との崖に華陽洞がある。 大

茅峰から伸びる丘陵から分

岐した丘陵が積金峰として

ここの背後の東西に続いて
いる。
図3 積金山を西側から。

中央右が老君神像。
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と茂っており、 ところどころに奇岩が露出していて趣深い。

元符宮から降りて300メ ー トルほど行った崖の下に華陽洞があった。 入口

の崖の上に「華陽洞」と大字で刻されている。 蘇試の書だといわれているが確

証はない。 その周囲にも多くの摩崖書があるが、 風化が激しく、 一 つ一 つ確認

することはできない。 華陽洞は開発されて中にまで入れるようにしてある。 た

だし、 今回は数日前に大雨が降り、 奥が水没したとのこと。 かなり危険だが、

行けるところまで入ってみることにした。

崖の下の入口付近は大きく口をあけているが、 階段を降りるとすぐに洞口は

狭まり、 夏なのに冷気につつまれた。 洞窟に入ると、 洞幅は人が立ってすれ違

える程度である。 壁面はごつごつしていて、 見たところ鍾乳石はない。 洞壁は

荒々しく掘削されたごとくで、 おそらく本来の洞幅はもっと狭かったものを開

発して拡張したと思われた。 奥から水流の音がザアザアと聞こえてきて、 非常

に恐ろしい感じがした。 電線が水没して電灯がつけられないため、 懐中電灯の

明かりを頼りにするしかないが、 足下はコンクリ ー トの階段になっていて安定

している。 洞窟はすぐにかなりの勾配で下に降りていく。 20メ ー トル程度入

ると洞窟は急勾配で左下に続く。 右手上下に高く幅1メ ー トル程度の岩の切



れ目があり、 その奥から水流のザアザアという音が聞こえてくる。 真っ暗で奥

は見えないが、 音の感じからして、 水流は上から滝のように降り注いでいるの

であろう。 岩の切れ目は足下まで続いており、 足下は鉄骨で橋になっている。

その下には濁った水が壊中電灯の光を受けてゆらゆら揺れていた。 水深は浅く

ない様子である。 左下に続く鉄骨の階段を降りていくと、 途中から洞窟は完全

に水没していた。 明らかに崖の内部に外部からの水が流れ込んでいるのであっ

て、 入口から浸水したわけではない。 その水量も相当であることから、 流れ込

んでくる水流の経路が変化してない限り、 華陽洞はしばしば水没したであろう

ことが想定される。 奥の壁面は黄色で、 鍾乳洞のようにはみえなかった。

楊世華道長によれば、 この華陽洞はかつての華陽西洞であり、 歴代王朝が投

龍簡をおこなった場所だということである。 というのは、 1986年にはじめて

開発されたとき、 洞中から複数の金龍や玉簡が発掘されたのである。 その後、

2003年からの開発で、 洞窟の奥行き580メ ー トル、 深度32メ ー トルまで開

発し、 翌年には、 敲くと銅鐘と木魚と銅磐の音がする3個の石が発見された

という。 これは、 いわゆる「神鉦」ではなかろうか（後述）。 楊道長の言によ

れば、 洞窟は茅山の南の金壇市にまで至っていると信じられている。 清の筐蛸

光(1623~1692)編の 『茅山志』［『中国道観志叢刊』第12 • 13巻］によ

れば、 華陽洞には東西南北に5カ所の洞口があるというので、 楊世華道長は

みずから探索したが、 けっきょく発見できていないという。

華陽洞天のこの5カ所の洞口については、 すでに『真詰』巻11「稽神枢第一」

に詳しい記述がある
＊ 4

0

図4 華陽洞入口
図5 華陽洞内部

注4•••『東方学報』第70冊、

581頁（京都大学人文科

学研究所、 1998年3 月）。

以下、 『真諾』の訳文と原
文はこれによりつつ、 趙益

点校の道教典籍選刊『真詰』

（中華書局、 2011年9 月）

を参考にした。
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注5•••大天之内有地中之洞

天三十六所。其第八是句曲

山之洞、 週迪ー百五十里、

名曰金壇華陽之天。••••••句

曲之洞宮有五門。南雨便門、

東西便門、 北大便門、 凡合

五便門也。

注 6•••この部分、 趙益（ 195

頁）は「偲中所載、 至第十

天、 井及鄭都、 五岳、 八海

神仙。遠方夷秋之洞、 既非

此限、 並不獲疏出」と句読
点をきっている。これだと

陶弘景がみていた『茅君伝』

には、 遠方夷狭の洞につい

て書いてなかったように読

める。しかし私には、 この

部分は、「大天之内有地中

之洞天三十六所。其第八是

句曲山之洞、 週遥ー百五十

里、 名曰金壇華陽之天」と

いう地の文が、 『茅君 伝 』
からの引用であり、 その引

用が第八洞天のことしか述

べていないことについて、

陶弘景は手元の『茅君伝』

と比較して補記しているよ

うに思われる。つまり陶弘

景の手元の『茅君伝』には、

第十洞天までの十力所以外

に、 鄭都、 五岳、 八海の神

仙や遠方の夷秋の洞天のこ

とまで述べているのだが、

『真詰』のこの部分では華

陽洞天のことを述べるため
に、 第八洞天のことだけを

とりあげている、 という意

味ではなかろうか。おそら
くここに引用した五つの門

のこと、 および『真詰』の

これ以下の地の文も、 『茅

三君伝』 にもとづいている

のであろう。
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大宇宙の中に地中の洞天三十六箇所がある。 その第八番目が旬曲山の洞天

であって、 周囲は百五十里、 金壇華陽の天と呼ばれる ・・・・・ （洞天の内部の

説明） ……句曲の洞宮には五つの門がある。 南に二つの通用門、 東西に各

一つの通用門、 そして北に大きな通用門、 全部で五つの通用門である。 ＊
5

この引用の前半部分に対する陶弘景のコメン トには、 「『茅三君伝』中に記載す

るところは第十洞天にまで至り、 あわせて羅鄭都、 五岳、 八海の神仙や遠方の

夷秋の洞天にまで及んでいるが、 ここの範囲内のことではないので、 いずれも

書き出すわけにはゆかない」と言っている。＊
6 この5カ所の入口について、 陶

弘景は実地調査をしたらしく、 次のように書いている。

現在の山南の大洞窟が南側の西よりの通用門である。 （南側の）東よりの

通用門は柏枝階の中にあるらしい。 北良常洞は北側の大きな通用門である

が、 東側と西側の通用門はともに所在がはっきりしない。 中茅君のお告げ

に、 「東通用門は中茅山の東、 小茅山に続く丘のとつつきにあり、 ここか

ら入るのが洞天へ至る最短路であるが、 外口はとても小さいうえに、 石で

塞いである」 とある。 この事は後に詳しく述べられており、 西通用門もや

はりこのような具合のはずで、 今、 石墳と呼びならわしている所にあるの

に違いない。 柏枝瀧には二、 三の洞窟口があるが、 恐らく本当の門の外側

は開かれていないのであろう。 この（南面の東通用門と東西面の二通用門

との）三門は清斎 ＊ 7 して探せば自然と見つけられる。 現在、 南側の通用

門は外側は大きく開いているが、 内部はすでに塞がれている。 きっと穣雑

な気が多いために違いない。 北面の大洞窟は今もなお鬼神が通行している
*8 

これによれば、 5カ所の洞口は、 当時、 茅山の南の2カ所のうちの1カ所と

北の1カ所の所在がはっきりしていたようである。

南の2カ所のうちの1カ所とは、 南の洞口のうちの西よりの洞口であり、

そこは洞口が大きく開いているが、 内部は行き止まっている。 行き止まりなの

は 「穂雑な気が多いため」 にふさがれたと陶弘景はみている。

「稿雑な気が多い」 のはなぜか。 それは、 茅山の南側に俗人が多く住んでい

たことを意味しているのではなかろうか。 陶弘景は茅山の南側の洞窟は金坑で

あると考え、 それを掘った人たちがどこに住んでいたか検討している。 「少し

西の方に述墟がある。 昔は戒墟という名であった。 現在では良民の村である。

述墟の前方十数里の大茅山には呉墟村がある」 という。 つまり、 南便門が閉じ

たのは、 俗人が立ち入るのをおそれて修行者がふさいだか、 自然の崩落を神仙

が 「稼雑な気」 を嫌ったと陶弘景は解釈したのであろう。



現在、 大茅峰の南に金牛洞という洞窟が存在するという。 それが、 上述の南

にある口の開いた洞口なのであろうか。 今回の調査ではそれを確認で き なかっ

た。 楊道長によれば、 金牛洞はかつて金を採掘した金坑の跡であって華陽洞で

はないという。

かつて茅山で金が採掘されたことについては、 『 真詰』 巻 11 「稽神枢」に次

のようにある。

山は黄金を産する。 漢の霊帝の時、 郡県に詔勅を下し、 句曲の金を採掘し

て、 それを武器庫に満たした。 孫権の時に至り、 また宿衛の人々を派遣し、

金を採掘して常に官に収めさせた。 隊長の家族たちはか く て伏龍の地に集

住することになり、 そこで金陵という村落名に変わったのである。 ＊ 9

これは定録君の言葉だと思われるが、 これに対する陶弘景の注釈に次のように

ある。

今、 大茅山の南にはまだなお深く 大きな穴がい く つかあり、 あい伝 えて金

井と呼んでいる。 きっと孫権の時に掘盤したものであろう。 今日、 この山

のす ぐ東の各処にある砕石には、 しばしばどれにも金の砂が見られる。 ＊ 10

これによれば、 大茅峰の南にあった、 三国時代まで採掘されていた金坑は、 梁

末の陶弘景のころ には掘り尽くされ、 もはや顧返する者もいなかったようであ

る。 ただし、 孫権が金を採掘させた話は、 洞庭山のこととして梁の任防『述異

記』 巻下にもみえる。

洞庭山に穴が五門あり、 東は林屋山に通じ 、 西は峨眉 山に通じ 、 南は羅浮

山に接し、 北は岱岳に通じている。 その東には石棲があり、 棲の下には石

が二つ、 拍 く と清越な音がする。 神鉦といわれるものだ。 むかし青 童が蝋

燭を乗って飛輪の車を走らせてここに至った。その跡はそこに残っている。

その上には天帝壇山がある。 山には金牛穴があり、 呉の孫権の時に金を掘

らせたところ、 金は牛となっ て山に駆け上っ たという。 その跡も残 っ てい

る。 それゆえここを金牛穴という。 ＊ I I

これにより、 五つの洞天門と孫権が金を採掘した金牛穴の話は、 茅山と洞庭山

でパラ レルになっていることがわかる。 洞天の通じている先も両者は同じ であ

り、 叩 く と清越な音がする石がある点も一致している。 それゆえ、 金の採掘の

話も洞天伝 説のア イ テ ムの一つにすぎないようにみえる。 しかし、 陶弘景は茅

山の南麓で砂金をみたといっているし、 旬容県では事実、 1980年代に金鉱床

注 7•• •趙益 （ 196 頁）の校

正に従う 。

注8•••今山南大洞即是南面

之西便門。東門似在栢枝隈

中。北良常洞即是北大便門、

而 東西並不顕。中君告云、

東便門在中 茅東小 茅阿口、

従此入至洞天最近、 而外口

甚小、又以石塞之。事具在後。

則西便門亦嘗如此。正應在

今所呼作石墳虚也。栢枝乃

有両三洞口、 恐肛門外亦不

開。此三門、 精齋尋之、 自

可見爾。今南便門外雖大開、

而内已被塞。営縁稼揉多故

也。北大洞猶有鬼神去来。

注9 …山生黄金。漢霊帝時、

詔勅郡縣、 採句曲之金、 以

充武庫。逮孫櫂時、 又遣宿

衛人、 採金常輸官。兵帥百

家、 遂屯居伏龍之地、 因改

為金陵之墟名也。

注 10• • • 今 大 茅山南猶有敷

深坑大炊、 相偉呼之為金井。

営是孫櫂時所慇掘也。今此

山近東諸虚、 砕石往往皆有

金砂。

注 1 1 ・ ・ ・ 「洞庭山有穴五門、

東通林屋、 西達峨眉、 南接

羅浮、 北連岱岳。東有石棲、

棲下両石、 拍之清越、 所謂

神鉦者。有青童獨燭詭飛輪
之車至此。其跡存焉。上有

天帝壇山。山有金牛穴。呉

孫 櫂 時、 令 人 掘 金、 金化

為牛、 走上山。其跡存焉。

故琥為金牛穴。」 隆慶 3 年

( 1569) 序のある明の陳耀

文編 『天中記』 巻 8 （藝文

印 書 館 印 行 類 書蒼編 19)

所引に よる。
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注 1 2••• 地 質 調 査 総 合 セ
ン タ ー 『 地 質 ニ ュ ー ス 』
1 988 年 1 1 月号 No. 4 1 1

に紹介された 『中国地質報』
1 986年9月26 日を参照。

注13・ ・ ・ 元の劉大彬 『茅山
志』 巻 6、 文物出版等影印
『道蔵』 5-586。 こ こ では
金の採掘は秦代の こ と とす
る。

注 1 4 • • •六朝隋唐の江南に
おける金牛の伝説 と鉱山の
関わ り については、 吉田隆
英 「金牛 と洞穴ー水中世界
の禁忌 と 鉱山伝承ー」 『集
刊東洋学』 47、 1 98 1 年5

月、 1 1 ~ 22頁を参照。

注 1 5• • • 劉 大 彬 『茅山志』
巻 29、 『道蔵』 5-688。 周
文瑛はハシゴを使っ て洞窟
中に入 っ てお り 、 「仙牒尚
可閲」 と 言っ ている と こ ろ
から、 金坑ではな く 修行地
と 認識 し て い るよ う で あ
る。

注 1 6• • • 同前『真詰』595頁。

注 1 7•• • 大茅山亦有小穴在
南面、 相似如ー、 謂之南便
門。 亦以石填穴口。

注 1 8… 同前。

注 1 9•••中茅山 東 有 小 穴。
穴口綾如狗賓、 劣容人入耳。
愈入愈闊。 外以盤石掩塞穴
口、 餘小穿如盃大。 使山銀
守衛之、 此盤石亦時開殺耳。
謂之陰宮之阿門・ ・ ・ …得従此
入、 易於良常洞口。

10 洞天福地研究第 3号

が存在することが判明している＊ 1 2。 したがって、 洞庭山はひとまず措くとし

ても、 また孫権の時代かどうかも措くとして、 茅山の金採掘は信憑性が高いよ

うに思われ、 華陽洞 の洞天信仰と金の産出との関連には物質的根拠があったと

考えられる。

だとすると、 陶弘景のころには、 その地域は廃れて、 人家の跡が残ったり、

金採掘者たちの子孫が住んだりしていたのではなかろうか。 それゆえ、 茅山 の

南側は「稿雑な気が多い」 とみられたのであろう。

陶弘景は、 このように茅山の南の洞窟が金坑であることを認識しているから、

上記の、 洞口が開いて内部がふさがれた南便門の洞窟は、 金坑とは別の洞窟で

あり、 現在みられる金牛洞ではないとみるのが正しかろう。

陶弘景がいう「金井」 は、 上記の 『述異記』によれば、 「金牛」 とあるべき

なのかもしれない。「牛」 は、 第一画を長く書けば「井」になるので、 「金牛」

が 「金井」 に誤って伝承された可能性もある。 その後、 洞窟はそのまま残存し、

金採掘の伝承が伝わって、 金牛洞といわれた のであろう。

茅山の金牛洞では、 むかし金の牛が採掘されたが、 女子が それに触れたため

に金牛は走り出してしまったという ＊
1 3。 それ以来、 金が採れなくなったとい

う意味なのであろう。 これは、 『述異記』の記述内容に加えて、 この金坑の女

性禁忌が表現されており、 興味深い＊
14。 宋の周文瑛に「金牛穴」という詩が

あるので＊ 1 5、 宋代にはすでに金牛洞という名称がおこなわれていたようであ

る。

南のもう l 力所について、 『真諾』では次のようにいう＊
160

大茅山にもやはり小穴が南面にあって、 そっくり同 じであり、 南の通用門

という。 やはり石で穴口をふさいでいる。 ＊
1 7

陶弘景のこれに対する コメ ン トによれば、 これは南面の東よりの洞口である。

ここで 「そっくり同じ」とは、 洞天の東の洞口と同じだというのである。 東の

洞 口について『真 諧』は次のようにいう＊
1 80

中茅山の東に小さな穴がある。 穴の口はやっと犬く ぐりほどで、 人が辛う

じて入れる大きさしかない。 入るにつれて次第に広くなる。 外側は盤石で

穴の 口をふさぎ、 それ以外の小さな穴は盃ほどの大きさである。 山の精霊

にここを守らせ、 この盤石も時々開くのだ。 これを陰宮の阿門という・ ・ ・ ・ ・ ・

ここから入ることができれば、 良常 山の洞口よりも簡単である。 ＊
1 9

つまり、 東の洞口は洞 口が小さく、 這いずらないと入れない程度であり、 しか

も大きな岩で洞 口がふさがれて見いだせない。 そして、 南の東側の口もこれと



同様なのである。

現在、 大茅峰の南には、 ほかに黒虎洞と黄龍洞という天然の洞窟があるとい

うが、 楊道長によれば、 それらも洞窟の状況から して、 華陽洞の南門ではない

という。 今後の調査で確認 してみたい。

北の1カ所は、 良常洞といい良常山にあ っ た。 良常山と良常洞について 『真

詰』は次のようにいう＊ 20
0

良常山の北側の洞宮の入口は峰のところに当たっ ている……茅山の北側の

洞窟の入口のある一山を良常山という。 もともとやはり旬曲 山と連なっ て

いて、 同一の呼び名であ っ た。 ＊
21

つまり、 この良常山は小茅峰に続いた山である。 陶弘景は 「北面の大洞窟は今

もなお鬼神が通行 し ている」とい っ ている。 これは陶弘景のときには洞口が開

いていたことを意味するのかもしれない。楊義の降霊をおこなっ た許氏の家は、

この良常山の洞口の近 く だっ たと考えられる。 『真諧』巻 13 「稽神枢第三」 に

次のようにある [677 頁］ 。

最近明示した静舎の場所は、 これぞ金壇の郷の最上の部屋である。 許長史

父子でなければ、 誰が住めようものか。 ＊ 22

また 『真詰』 巻11 には次のようにある [593 頁］ 。

わ た し

茅山での住まいとしては、 隠居が現在住んでいる所と南洞の入口に当たる

許長史の住居とだけが、 とびきりす ぐれている。 ＊ 23

原文では前者は 「金郷之至室」、 後者は 「極好」 と異なる表現をしているが、

両文とも許家のすまいが茅山で最高に優れた場所だとい っ ている。 そして、 許

家の近 く には 「南洞」 の入口があるというのだが、 南洞の近 く は、 前述のよう

に金坑があ っ て 「穣雑の気」があるのだから、 茅山で最高に優れた場所とはい

えない。 したが っ て 、 この文の 「南洞」 は 「北洞」 の間違いではなかろうか。 『真

諧』巻 13 によれば、 許家は小茅峰の北の雷平山の西に住ま っ ていた。 また 『真

詰』巻 11 の次の記述によれば、 その許家の所在地は良常山の西にあたる。

良常山の西南垂に住むのによい場所があり、 司命君の往時の別宅があ っ た

場所である。 ここも丹薬を調合するのによい。 ＊ 24

これに対する陶弘景の コメン トにこうある。

注 20•• •同前 590 頁 。

注 21 •••良常北垂洞宮口 直

山領 ・ ・ ・ 會 •• 茅山北垂 洞 ロ 一

山 、 名良常山。 本亦句曲相

連、 都ー名耳。

注 22••• 近所標静含地、 此

金郷之至室。若非許長史父

子、 登得居之。

注 23••• 茅山住止 、 惟 有 隠

居今所住及南涸 口 長 史 宅

虚、 乃極好。

注 24•••良常山西南垂有可

住虚、 是司命往時別宅虚也。

亦可合丹。
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注 25••• 司 命初過江 、 立宅
於此 、 以 自 蕩漁質封神鬼。
今按、 垂 之 為 言、 如 是邊
際。 此正應在長史宅後大横
之西。

注 26• • • 徐絃 「唐故道門威

儀玄偲大師貞素先生王君之

碑」 『道家金石略』 201頁。

注27・ ・ ・ 『 道 蔵 』 第 5 冊
585頁、 文物出版ほか。

12 洞天福地研究第 3 号

司命君は初めて長江を渡った時、 ここに宅舎を立てて、 親しく身を清めて

神鬼と応答した。 今按ずるに、 「垂」 という言葉の意味は、 このような辺

際ということだ。 ここはきっと許長史の宅舎の後ろ、 大横山の西に位置す

るのであろう。 ＊ 25

だとすると、 華陽洞の北口である良常洞は、 良常山にあって、 茅山でもっとも

古く茅君の信仰が受容され、 それまでの在地の山の神 （鬼神） の信仰を茅君信

仰が取り込んだ場所なのであろう。 だか ら こそ茅司命君は 「親しく身を清めて

神鬼と応答した」 のであり、 陶弘景の時代にも 「今もなお鬼神が通行している」

というのであろう。

その洞窟がある山の西に許家は宅舎を建て、 そこに茅君ほかの神々が降りた

のだと考えられる。 現在、 華陽北洞にあたる付近には柏枝洞・三官涸 ・老君洞

がある ら しいが、 詳細は未確認である。 また、 唐末の茅山道士である王棲霞は、

当初、 良常洞の前、 雷平山の下に住んでいたようである。 ＊ 2
6

では、 現在の華陽洞はこうした 『 真 詰』 の記述とどう関連するのだろうか。

楊世華道長は、 現在の華陽洞がかつての西便門だと判定している。 古くは唐末

と思われる金龍などの文物が華陽洞や隣接する玉柱洞か ら 出土しているとのこ

となので （後述） 、 陶弘景は西の洞口をみいだしていないとはいえ、 唐代には

ここが華陽洞天の西門と認識されていたとも考えられる。 元の劉大彬『茅山志』

巻6 も玉柱涸に隣接する華陽洞を西便門としている＊ 27。 現在の華陽洞は、 位

置的にみて東や南や北の門ではありえない。

陶弘景は、 「大茅山と中茅山とを連ねる長い尾根の中ほどに連なった石があっ

て、 古くは積金山と呼ばれた. . . …人が住まいするのによい場所である」 という

お告げをめ ぐって、 現在の華陽洞が存在する近辺の状況を次のように述べてい

る [59 3 頁］ 。

これは隠居が今住んでいるところの東面の横に連なる尾根のことである。 こ

の尾根はすべてきり立った石からなっており、 その石の形はとてもグロテス

クである… • • 西南に大きな石壁があり、 贅え立って割れ目が入っている。 そ

の内部には洞穴があり、 数丈も入ると、 だんだん狭まって、 もう人は入れな

くなるが、 ひ ゅ うひ ゅ うと風が吹いている。 その外側の数歩のところに勢い

よく湧き出す泉があって、 冬も夏も澄んだ水が流れ出ている。 これは麓の宿

房が利用するものである。 山を出てす ぐの谷の口に、 さ らにもう一つの湧き

だす泉があって、 勢いよく水が上にほとばしり、 冬は温かく夏は冷たい。 現

在では、 見張所の正面から少し下ったところにまた一つの穴があって、 そこ

から湧きだす泉はとりわけす ぐれている。大水の時にもひどい旱魃の時にも、

水量が増減したことがない。 色はいささか白みを帯び、 口 当たりがよく柔ら



かであって、 絶えることなく流れ出している。 ＊
28

ここでいう 「西南に大きな石壁」 とは、 現在の華陽洞のある崖のことをいって

いるようにうけとれる。 また、 「人は入れなくなるが、 ひ ゅ うひ ゅ うと風が吹

いている」 というのは、 奥が狭いながらいずこかへ続いていることを示してお

り、 今回の調査で華陽洞の奥から水流の音が聞こえてきたのを想起させる。 元

の劉大彬も、 この陶弘景の記述をもって華陽洞のことを指しているとみている。

現在の華陽洞は、 500 メ ー ト ルを超える大きな洞窟である こ とがわかって

おり、 後述するように、 隣接する仙人洞とも関連性が考えられる。 したがって、

奥がふさがっていたために陶弘景は西便門と断定しなかったが、 その後開発さ

れ、 投龍簡の儀礼に使用されるようになった蓋然性は高いと思われる。

また、 現在の華陽洞の付近には玉柱洞 ・ 仙人洞がある。 このうち、 玉柱洞

は華陽洞に隣接しており、 奥は20 メ ー ト ル ほ ど で、 もとは左右に小さな洞

窟が並行して存在したという。 この洞窟の奥は、 ひ ゅ うひ ゅ うと風が吹き込

んだり、 どこかへ通 じたりはしてない。 これは鍾乳洞で、 玉柱とされる石筍

が天井と接続していたが、 2004年の華陽洞の開発時に震動で断裂してしまっ

たという＊ 290 

華陽洞から左手に数十メ ー ト ルあがったところに仙人洞がある。 これは観光

開発された鍾乳洞である。 内部は川が流れていて、 いたる ところに鍾乳石があ

る。 洞内の商さと広さはそれほ どでもないが、 雨が降ったせいか水が豊かだっ

た。 鍾乳石も変化に富んでいる。 洞内は三層に分かれており、 下層は129 メ ー

ト ル、 中層は54 メ ー ト ル、 上層は25 メ ー ト ルが開発されている。 調査によ

ると、 奥は920 メ ー ト ルまで続いているとい ぅ ＊ 30。 立ち入りできるコ ー スの

奥で、 洞窟は左右に小さく分かれており、 その奥から、 華陽洞の奥から聞こえ

てきたのと同じザア ザアという水流の音が聞こえてくる。 この洞窟は華陽洞と

一連の壁面であり、 距離的にも近く、 洞窟の方向も相互に接近する方向にある

から、 仙人洞はこの奥で同じ水流を受けている可能性もあるのではなかろうか

（楊世華道長は両者がつながっているように言っていたが、 今回の調査では確

認できなかった） 。 『 真詰』や元の 『茅山志』 には、 仙人洞に関する記述がない

ようであるから、 ここは観光開発して外側から出入りできるように穴をあけた

のであろう。 人が華陽洞から入っていって、 仙人洞に到達できたかはわからな

ぃ。 あるいは陶弘景が見張所の近 く の穴から出る水のこ と を「色はいささか白

みを帯び」と記しているのは、 この仙人洞の鍾乳石を経た湧水と関係するので

あろうか。
要するに、 現在の華陽洞は、 陶弘景のときには西門として認定されていなかっ

たが、 その後、 華陽洞天の5 つの入口の西門であるとみなされるようになり、

ここで道教儀礼がおこなわれるようになった。 華陽洞に隣接した玉柱洞から出

注28•• •此即隠居今所住東
面 ー横聾也。 此聾純絶石、
石形甚壊奇• • • • • •西南有大石
壁、 登而垢開。 内有洞、 入
敷丈漸峡小、 不復容人 、 乃
罠閑有風。 外敷歩便有一湧
泉 冬夏清流。 即下解所資。
近外澗口、 又有一湧泉、 水
勢乃馳上者、 冬温而夏冷。
今正到運前小近下、 復有一

穴、 湧泉特奇。 大水大旱 、

未嘗増減。 色小白而甘美柔
弱、 灌注無窮。

注 29• • • 前掲の楊世華・ 灌
一徳編著 、 273頁。

注 30• • •前注、 273頁。
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図 6 仙人洞内部

14 洞天福地研究第3号

土した金龍は、 晩唐の製作 と 推定されており、 もしそうだ と する と 、 遅く と も

晩唐には玉柱洞も西門に関わる と考えられた こ と になる。 現在の華陽洞は玉柱

洞と隣接しており、 両者は一連のものと認識されてき たとも思われる。 したが っ

て、 こ こ でお こ なわれた道教儀礼も洞天信仰にもとづいたものとみてよいだろ

う。 『 真 詰』 にいわれていた ほかの洞天入口は、 現在でも明確には認識されて

いない。 と くに北の入口の良常洞は、 茅山の北の峰の一つである良常 山にあり、

茅山の洞天信仰の起点になっ たと思われる重要な地点であるが、 い まみられる

柏枝洞 ・ 三官洞 ・ 老君洞のいずれかがそれにあたるのか どうか、 今回は調査が

及ばず、 考察できない。 こ こ は許家がいた場所に近い山であり、 洞口が探しや

すいように思われるが、 現在でも不明なのである。

九雷万福宮

九雪万福宮は大茅君峰上にあるが、 入口前ま で車であがる こ と ができる。 本

調査で赴いたときはちょうど修築中で、 建築物の内部に入る こ とはできなかっ

た。

ただし、 奥の楼閣で大茅山上からの景観が眺められる。 西北方向の山下はる

かに老君像が鎮座しており、 木々 と 山々のうねりに包 ま れて小さくみえる。 北

には少し見下ろす感じで中茅君峰があり、 その肩の向 こうに小茅君峰がのぞい

ている。 山の稜線が大茅峰から中茅峰を通っ て、 老君像の背後の積金峰や東西

につながっ ており、 いわゆる龍脈 と いうのを感じさせられる、 たいへん美しい

景観である。



乾元観

乾元観は、 茅山鬱商峰の 南側 で、 行政的に は金壇市に所属 する。 手信慧道長

をはじ め、 女性道士が住持 して いる。 と くに 、 乾元観坤道 経楽団が道教 音楽の

演奏 で知 ら れて おり、 各地 で道教 音楽の理解 と 普及 に努め て いると の こと で あ

る。 も と の建物 は戦時 中に日 本軍 によって破壊 された。 当時 ここは、 陳毅将軍

を主 と する抗 日軍の根拠地 と なっ たよ うであ り 、 現在 でも そ の こ と は喧伝 さ れ

てい る。 こ こ は、 北側 は鬱岡山、 西側 は茅山 の山嶺にふ さ がれ 、 南側 は視界が

開けて いるがや はり茅山 が彼方をふ さいでおり、 東側 も低 い丘 がだら だら 続い

て いて 、 非常 に奥ま った位置 にあ る。 し かも鬱岡山 から小 茅峰 に続く 丘陵を越

えて 西側 に 出 れば、 許長史の居宅だった玉晨観の あ った茅山の 西側ま で、 それ

ほ ど遠 くないよ うに 見 受けら れ た。

乾元観は、 歴史的に は茅山 の道観と して 重要 な役割を して いた。 たと えば唐

代 には、 玄宗 と交流があ った李含光 が茅山にいて 、 天宝 11 載 （752) 、 門 人の

図 7 九雲万福宮入口

図 8 九臀万福宮 か ら の眺

望、 中央に二茅峰、 その右

肩に三茅峰。
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図 9 201 1 年 に 落 成 し た

ばか り の乾 元観玉皇廟

図 1 0 乾 元観からの茅山

注 31 · · · 顔真卿 「茅山玄静

先生広陵李君碑銘井序」『道
家金石略』 1 60 頁。

注32 • • •彰定求 『南駒文稿』

巻 10。 森由利亜氏は この
件を 1 680年こ ろのこ と と

推定 し て い る 。 森 由 利 亜

「『龍門心法』 と 『碧苑壇経』

一瘤太林 と 閲ー得における

王常月 への異な る 視座ー」
『早稲 田大学大学院文学研
究科紀要』第 5 7 輯 （201 1

年、 35 ~ 52 頁）。

16 洞天福地研究第3号

輩景昭 に鬱岡山に斎院を建 てさせ た
＊ 3 1 。 このときの碑 が、 もとは玉晨観に立っ

ていたようだが、 はや くに破壊 され 、 いまは一部が玄符万寧宮 に所蔵 され てい

る（後述）。

乾元観 の背 後 の鬱岡山 には柏枝洞 と老君洞 があ るというが、 『 真諾』 のいう

華陽洞 天の北門 の場所とは異 なるようであ る。 鬱岡山 は標高 234.7メ ー ト ル

あ り、 小 茅峰 の267.9メ ー トルより若干低 いが、 小 茅峰 から展望 すると美 し く、

茅山 のなか では高 い方 で目 につく立派 な山であ る。 そのふ もとの乾元観 から良

常洞 までは、 それ ほど遠 くなか ったようであ る。

康熙年間 のこと、 乾元観に住 し た道士 であ る瘤維陽（字 は晋柏、 諒 は太林） は、

薬草採取 のついでに良常 洞天に立ち寄 って、 石函 に 『龍門心法』 一峡を見いだ

し たという＊ 32 。 このことか ら、 良常洞 天は鬱岡山 からそれ ほど離れ ていない

ところ に入口 があ ると考えられ ていたことがわか る。 具体的 なことは今 後 の課

題 とせざ るを えない。



小茅峰 と 中茅峰

小 茅峰や 中茅峰 の山腹 の竹林 には野生 の猿が群 れており、 驚 かされた。 調査

当日 は天気が悪化 し、 雷雲が駆 けるように近づ いてきて、 山上で雷 に打 たれは

しまいかと恐ろしかっ た。 周囲 は江蘇 の平地が ずっ と開 けており、 茅山山上 は

雷 の格好 の標的 になりそうだっ たので ある。 北 に鬱岡山 と乾元観が眺 められ、

鬱岡山 からうね うね と続く 稜線ごし に、 茅山 の西側 の玉晨観が あったエリ アが

みえそうで あるが 、 周囲が林 のため、 見渡 すことはで きなかっ た。

中 茅峰 からの景観は、 『 真詰』 巻 1 1 「稽 神枢 」 の陶弘景 のコメ ン トによれば、

旬曲山 の名称 の通 りだという。

今 、 中 茅山の玄嶺 に登 り、 前後に峰々 を眺 めてみると、 く ね く ね と曲が り

くね っ ている。 大 茅山 からまず出 発し、 東へ進んで北へ転 じ、 さらに曲がっ

図 11 小茅峰上から北東
の鬱岡山とふもとの乾 元観

を望む

図 1 2 中 茅峰の頂上、 向

こう は大茅峰。
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注 33 ・ ・ ・「山 の 形 が「巳 」

の字に似ているので句曲と

い う名 で呼ばれるのであ

る」 とい う 真詰に対する陶
弘景のコ メ ン ト 。

注 34 … 雷 平 山 在 小 茅 北、
基址相連。 …•••長史宅 自湮

毀之後、 無人的知虚。 至宋

初長沙景王檀太妃供養道士

姓陳、 為立道士解於雷平西

北、 即是今北瘤也。 後又有

旬容山其王文清、 後為此瘤

主、 見偉記、 知許昔於此立

宅。 因博訪習宿、 至大明七

年、 有術虚老公徐偶云、 其

先視伏事許長史、 相偉識此

宅只在今瘤前烏柏樹虔、 應
是似猶有齋堂前井存。 干時

草莱蕪没。 王即交除尋弥、

果得碑井、 上已欲滴、 ｛乃掘

治、 更加緊累。 今有好水、

水色小白。 或是所云似鳳門

外水味也。 於是審知是故宅

従来空際無敢居者。 既云金

郷至室、 便為伏龍之膏腕英。

其西北即有長岡連亘、 呼為

長隠者也。

18 洞 天福地研究第3号

て西へ進んで北へ転じ 、 また曲がって東北に進んで大横山に至る。 南と北

をひっくり返すと、 まるで鏡文字の「巳」 の字の形のようである。 ＊ 33

中茅峰にあったという3 つの泉は、 現在、 小石 で囲って井戸状にしてあり、

湧水が貯まっているが、 落葉などに埋もれ、 水も澱んで黒ずんでいた。 中茅峰

頂と小茅峰頂とも宮観が建設中であった。 足場が非常に悪く、 頂上からの景観

を的確に観察・撮影することはできなかった。

玉晨観

玉晨観は許長史の旧宅に立てられた道観であった。 『 真 詰』 巻13 には 「許
長史が今営んでいる家は、 東面に対して小さな山があって、 雷平山という」 と

いうお告げがあり、 これに対して陶弘景が次のようなコメ ン ト をしている。

[677 ~678 頁］

雷平山は小茅山の北にあって、 裾野が連なっている… … 許長史の家は壊れ

てしまった後、 はっきりとその場所を知る者はいない。 宋の初めになっ

て、 長沙景王と檀太妃が陳という姓の道士を供養し、 彼のために道士の庵

を雷平山の西北に建てたが、 それが現今の北解である。 その後また旬容山

其の王文清なる者があり、 後にこの庵の主となり、（三茅君の ） 伝記を見て、

許氏がその昔ここに家を建てたことを知り、 土地の古老に広く問いただし

た。 大明七年 （ 四六三）になって、 述墟の老人の徐偶という者がおり、 彼

の先租は許長史に仕えていたので、 許長史の家の場所が現在の庵の前の烏

柏の木のところであったことを代々 伝え知っている、 きっとまだ斎堂の前

の井戸も残っているだろうとのことであった。 当時、 そのあたりは草ぼう

ぼうで何もかも埋もれており、 王文晴がす ぐに草を刈って探してみると、

果たしで煉瓦積みの井戸が見つかったが、 土が ほとんど一杯に詰まってい

た。 そこで、 きれいに掘り出してあらためて煉瓦を積んだ。 今ではよい水

が得られるが、 水の色はやや白っぽい。 これがいわゆる鳳門外の水の味に

似ているという井戸なのだろうか。 かくて、 ここが許長史の故居であるこ

とがはっきりと分かった。 これまでずっと廃墟となっていて、 あえて住も

うとする者はなかったの である。「金壇の郷の最上の部屋」 と言っている

からには、 ここが 「伏龍の膏映」 の地なのであろう。 その西北には長い岡

がずっと連なっており、 長隠と呼ばれているものである。 ＊ 34

これによれば、 宋初に、 長沙景王らが雷平山の西北に建てた庵 （陶弘景当時の



北隊） の場所が許長史 の故居 であった。 大明七年 (463) に、 許長史 の故宅 が、

陶弘景当時 の庵 の前の烏柏 の木 のとこ ろであった こ とが判明 し、 発掘 ・ 修復 し

た のである。 王文清は 、 雷平山 の西北 に許長史 の故宅 があった こ とを 『茅君内伝』

で知 った らしい。 だとすると、 王文清は 『茅君 内伝』 を みて いた のであり、 『真

詰』 のこ の部分 の「許長史 が今営ん でいる家 は、 東面に対 して小 さな山 があっ

て 、 雷平山 という」 という文言 が 『茅君内伝』 に載 って いた こ とを判断 できた

のであろう。

許長史 の故宅 の井戸 につ いて 、 水の色がやや白 っぽ いこ とか ら、 定録君 が述

べた長安 の鳳門 外 の水の味 に似て いるという井戸 であろうか 、 と陶弘景 は考え

て いる。 定録君 の言葉は 『真諧』 巻 1 1 [573 頁 ］ にみえ る。

金陵 の土は北邸 山 な らび に北谷関 の土 と同 様 に堅 くしまって いて穀物 に適

して いる。 そのあた りに井戸 を掘 れば、 長安城鳳門 外 の井戸 水の味 とそっ

くりだ。 清澄 な泉源 が人知 れずさざ波を立て て 流れ、 奥深い泉 水によ って

じわじわと潤 されて いるか らである。 水の色は 白 っぽ い。 ＊ 35

「 じわじわと潤 されて いる」 という訳文は 、 「遠泊」 を 「遠油」 の意 で訳 して

いるよ うであるが、 実は長安 と金陵 とが遠 く地下 の泉 でつ ながって いるこ と

を意味 するのであろう。 陶弘景 によ れば、 「鳳門」 とは長安城 の北門 のこ とで

ある。 それゆえ 、 唐初 の王遠知 の記念碑 である 「唐國 師昇員先生王法主員 人

立観碑」 に 「 茅山 華陽は即ち 三十六 洞天の第八 なり。 峰は龍文 の鼎 のごとく

秀 で、 水は鳳門 の泉 に叶 う」 とあり＊ 36 、 こ こ では洞天の一つ として龍脈 （地脈）

と水脈 が帝都 と結びつ いて いるこ とを いって いる。 晩唐 の李徳裕 の「寄 華陽
いず

孫錬師」 という詩 「何 れの地ぞ最 も脩然た る、 華陽第八 天。 松風 は清くして
あ る な

露有 り、 羅月 は静か にして煙無 し。 乍 いは警 ＜ 瑶壇 の鶴 、 時 に噺 く 玉樹
お も

の蝉。 千里 の患ひ を馳せんと欲 さば、 惟だ鳳門 の泉有 るのみ」 でも＊ 37 、 千里

の彼方 の帝都へ の春恋 が鳳門 の泉 との関係 で歌 われて いる。 ＊ 3
8

こ のよ うに、 洞天思想 において は 、 茅山 の許長史居宅 の跡地 の井戸は 、 茅山

と長 安 が地 下で結びつ いて いる証拠 とされた。 「鳳門」 は 、 元来 は漢 の長 安城

の北門 のこ とであった よ うだが、 唐代 になると 、 唐 の長安城 の代名詞 となり、

唐 の長安 と茅山 が地下 で結びつ いて いるこ とを意味 するよ うになった。

こ の地は 、 王文清が整理 して以 後、 陶弘景 のときには朱陽館 が建て られ、 こ

こ で『真言告』な ど の編集や執筆 がおこ な われた よ うである。 元 の至正十年( 1350)

の「玉晨観記」 によ ると
＊ 39 、 唐 の太宗 のときに華陽観とな り、 玄宗 のときに

紫陽観とされ、 北宋 の大中祥符初年( 1 008 こ ろ） に玉晨観にあらた められた

という。 元 の当 時 は、 殿閣 がつ らなってか なりの規模だった よ うである。

さて 、 現地調査 に話を戻そう。 横手裕氏 が玉晨観の跡地 につ いて楊世華道長

注 35•••金陵之土似北亡胚及

北谷閣 土 、 堅賓而宜禾穀 、

掘其間作井 、 正似長安鳳門

外井水味、 是清源幽瀾、 洞
泉遠泊耳。 水色白。

注 36 ・ ・ ・ 「茅山華陽即三十六

洞天之第八也。 峰秀龍文之

鼎、 水 叶鳳 門 之 泉。」 『 茅

山志』 巻 22 、 『道蔵』 第5
冊 628 頁。 な お 、 本碑は
貞観 1 6年 (642) 2 月 25

日立石と されてお り 、 この

段階では茅山をま だ十大洞

天説ではな く 三十六洞天説
で位置づけていたこ と がわ

かる。

注37• • • 何地最脩然、 華陽

第八天。 松風清有露、 羅月

静無煙。 乍警瑶壇鶴 、 時噺

玉樹蜘。 欲馳千里患 、 惟有

鳳門泉。

注 38· · · 博瑕踪 ・ 周 建国校

箋 『李徳裕文集校 箋』 河
北教 育 出 版 社 、 2000年、

471頁。 詩 題 に あ る 孫錬

師 と は 、 茅 山の道士孫智

清のこ と。 『茅山志』 巻 11

の孫智清の伝記によれば 、
彼は大和 7年 (833) に茅
山における禁山の徹底を上

奏し、 それに対 し て李徳裕

が同意している。 彼らの関

係については、 砂山稔氏が
「李徳裕 と 道教」 『隋唐道教
思想史研究』 （ 平 河 出 版 、

1 990年 ） 389 ~ 4 15 頁

で詳論 してい る。私見では、

この詩で李徳裕は、 地下で
茅山か ら長安につなが っ て

いる 泉を、 浙西観察使 と し
て茅山近 く にお り なが ら 朝

廷に発言力のあ る 自分に喩
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えている、 と読む こ と も で
きるのではなかろ う か。

注 39・ ・ ・ 筵 娩 光 『茅山志』
巻 5 、 『中国道観志叢刊』
第 12 巻 484頁。

図 1 3 三茅山が並んでみ
える地点

図 1 4 玉晨観跡地に立 つ
倉庫 （建物は道観のもので
はない）

20 洞天福地研究第3号

に尋ねたとこ ろ、 現在の北鎮街にそのような道観があったと聞いているとの こ

とだった。 その場所は、 茅山道院から茅山の西側を山沿いに北上した、 小茅山

の北西に位置する。 その村は、 かつては一つの村だった場所の 真ん中を幹線道

路が貫通 し て左右 （東西） に分断されていた。 東側の土地がやや高く、 西側に

むかって低地が開けている。 こ のあたりはかなり湿気が強い。 まず西側の村に

入っていき、 道観の跡地がないか聞いてまわったが、 そ こ にはなかった。しかし、

その村の田畑からふりかえると、 三茅山が3 つ並んで見える景観である こ と

に気がついた。 手前に小茅山がひかえ 、 その右肩の向こうに中茅山があ り 、 は

るか彼方に大茅山が見えるのである。 玉晨観が こ のあたりにあったのなら、 3

つの山が行儀良く並ぶ姿を日々拝めた こ とであろう。

道路から山よりの東の村に入っていったと こ ろに、 道観の跡地がある こ とを

村人から教えられた。 現在は倉庫がたっているが、 その基礎部分は道観の基礎

であり、 建物は日本軍に爆破されたとの こ とである。

爆破後、 村人が道観の煉瓦を拾い集めて自宅の壁面に再利用したとの ことで

あった。 そこで、 ある一軒の家をみせてもらったところ、 その家の便所の壁面に

それらしき煉瓦をみいだした。 漢字が鋳込まれていたが、 その詳細は未詳である。



文物

以下に 、 茅山に 伝 わった とされる関連 の文物 に ついて、 茅山道院ホ ー ムペー

ジ にもと づ いてまと めておく。

①玉印 、 玉圭 、 玉符 、 呵硯な ど

宋 の崇寧年間 （1102 ~ 1106) に 徽宗 は茅山上清派第25 代宗師た る劉混

康に 、 『上清大洞 券策簡詞』 十二巻軸 、 『上清大洞 秘録』 十二巻軸 、 『遼王詩簡』

一巻 、 玉杷剣 、 玉 印 、 玉圭 、 呵硯 、 玉符 を下賜 した 。 このうち 『 上清大洞 券策

簡詞』 、 『 上清大洞秘録』 、 『遼王詩簡』 、 玉鞄剣 はすでに失 われ、 玉印 、 玉圭 、

呵硯 、 玉符 が伝 わって いるとされる。 これらは、 1966 年9 月 に文革 の四旧打

破運動 で持ち去 られ、 のち に句容県文化館 を経 て、 南京博物院に収蔵されてい

た が、 1 985 年3 月 10 日 に 茅山道院に返還された 。

図15 村人が再利用して
いる玉晨観のも のとおぼし

き煉瓦。 文字がみえる。 寄

進者の名前と金額の記録だ

と思われる。 このようなも

のは複数みかけられた。

図1 6 玉晨観跡地から山

よ リ は 人 工湖 に な っ て い

る。 右手が玉晨観跡地。 正

面は雷平山か。 奥の山は小
茅峰。
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玉印は、 縦 6.8 セ ンチ、 横 6.4 セ ンチ、 幅 2 セ ン チ、 印把 3.8 セ ン チで瑞獣

がデザイ ンされており、 印面は策書陽刻で 「九老仙都君印」。 参詣者は香袋や

腰帯に玉印を押し、 消災長寿を祝すという。

玉圭は、 宗壇玉圭ともいい、 縦 3.4 セ ンチ、 横 7.1 セ ン チ、 幅 0.7 セ ンチ、

季節によって異なる色を呈するという。

玉符は、 鎮心符ともいい、 白玉質で縦 9.6 セ ン チ、 横 7. 1 セ ンチ、 幅 0.6 セ

ンチ、 策書の陰刻で、 「合明天帝日勅」 とある。 駆邪鎮宅、 保命護身の効用を

備えているという。

珂硯は、 哨硯ともいい、 白玉質で縦9 セ ンチ、 横4 .4 セ ンチ、 高さ l セ ンチ、

筆を濡らせばおのずと朱色を呈するという。

②鍍金の龍

鍍金の龍は 3 種あり、 1 985年に玉柱洞から出土、 1 種は長さ 95 ミ リ 、 前

胸の幅 35 ミ リ、 足と尾は虎に似て、 口は鋭く長く、 鱗が小さく点じられている。

他の 2 種は長さ 144 ミ リ、 胸部幅 5 ミ リ、 角があり、 鱗文様があるが虎に似

ている。 制作年は晩唐とされている。 現在は句容市博物館の所蔵。

③李玄靖 （静） 先 生碑

顔 真 卿撰ならびに書、 大暦 1 2年（777)5月刻の唐碑。 宋の紹興丁巳年(1 1 37)

に大風で断裂、 明代に落雷に遭った。 清代に残存していた碑石と旧拓本をもと

に模刻を建てたが、 のちにまた断裂し、 現在は残石 3片のみ。元符萬寧宮の所蔵。

④宋代玉簡

長さ 2 3. 3 セ ンチ、 幅 13. 3 セ ンチ、 厚さ 1.7 セ ンチ近く。 「理宗金録投龍玉簡詞」

といい、 南宋の理宗が嘉煕元年 (1 137) 九月に大茅峰の顧表台 （飛昇台） の底

に埋蔵した。 1985年秋、 三天門飛昇台を改修中に、 台座地下1 .65 メ ー トル

にあった彫刻の施された石板の下から発見された。 元の『茅山志』に記載がみ

られ、 文字は 「宏」 を玉簡が 「弘」 に作っている以外、 全く同文。 いまは九雷

万福宮内に所蔵。

ま とめ

以上の調査と文献による考察を通して、 ひとまず現地の現状をまとめておき

たい。

第八大洞天旬曲山洞には古来5カ所の洞口が あ るとされた。 茅山の南に 2

カ所、 東と西と北に1カ所ずつである。

・ 東の洞 ： 小茅峰から中茅峰に続く丘陵にあるが、 洞口が小さく、 岩でふさが

れているとされた。 現在の場所は不明。

・ 南の西の洞 ： 大茅峰の南。 洞口は大きく開いているが、 内部は行き止まりと



された。 俗人の居住地に近い （ ？ ）。 現在の金牛洞の付近 と 思われるが不明。

• 南の東の洞 ： 柏枝隈にある というが、 洞口が小さ く 、 岩でふさがれている と

された。 現在の黒虎涸 と 黄龍洞 と の関係は不明。

• 西の洞 ： 現在の華陽洞。 内部に入るこ と が可能。

・北の洞 ： 良常洞。 良常山にあり、 茅山でもっ と も古 く 茅君の信仰が受容され

た と ころ。 山の西の許長史の居宅からも近い。 陶弘景当時 「今もなお鬼神が通

行している」。 現在の柏枝洞・三官洞・老君洞 と の関連は不明。

乾元観の背後の鬱岡山には柏枝洞 と老君洞がある と され、 華陽洞天の北門と

も近い。 許長史の居宅に建った玉晨観は現存せず、 殿舎の基礎部分 と 使用され

ていだ煉瓦を確認できるのみであった。 その近辺からは、 三茅山の小中大峰が

前後して並んでみえる。

金牛洞など茅山の南側の地区、 華陽洞の内部、 良常洞その他の地点の現状認

識については、 今後の調査を待ちたい。 現地調査による認識 と 文献 と の対照研

究がさらに必要である。
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